
 

 

 

 

 
 
 

ウクライナのための祈り 
チャプレン 司祭 河村博之 

 
 

「彼は答えた。「『心を尽くし、精神を尽くし、力を尽くし、思いを

尽くして、あなたの神である主を愛しなさい。また、隣人を自分の

ように愛しなさい』とあります。」 （ルカによる福音書 10章 27節） 

 

先日、大学の近くの喫茶店に寄った時のことです。レシートの裏を見ると「with all our  

heart（Luke10:27）」とありました。ルカによる福音書 10章 27節は「善きサマリア人の

たとえ」の１節であることが分かりました。この喫茶店は子供たちの学習・発達を支援する

ための施設の一角にあります。普段は子供たちとその親御さんが利用するスペースで、

美味しいコーヒーとお菓子に出会い、レシートには聖書の言葉が添えられているのですから

有難いものです。 

 しかし、本文では ” You shall love the Lord your God ” とあるはずです。何かの事情

でしょうか、神・主が示されていません。主がおられるから、神を愛することと同じように、

人を愛することが初めてできるのではないかと思うのですが。 

 このようなことを思い巡らしておりますと、ウクライナとロシアとの緊迫した情勢のことが

胸に浮かびました。今まで仲良く行き来をしていた人々の暮らしが、権力者の思惑により、

破壊されていくという現実を報道される映像を通して目の当たりにし、返す言葉が出ない

ほどの悲しさにさいなまれます。 

冒頭の善きサマリア人のたとえでは、律法の専門家とイエスとのやり取りが記されて

います。律法の専門家はイエスを試そうとして、また正当化しようとして質問します。

イエスの答えは、法の専門家の思惑を超えたものでした。たとえに続いて「だれが追いはぎに

襲われた人の隣人になったと思うか。」（36節）、律法の専門家は「その人を助けた人です。」

（37節）と答えざるを得ませんでした。彼らにとって「サマリア人」は口にしたくない名前

だったからです。 

 これは聖書の話ではありません。現在起こっている話です。いつの時代にも、複雑な感情

がある中で日々暮らしていることを思い起こさせられます。 
 

「神様、ウクライナでは緊迫した情勢が続いています。ロシアの人々との

つながりが、権力者の思惑によって破壊されてしまうことはつらく悲しい

ことです。主がよき道をお示しくださいますように。アーメン」 
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